付録２．ヒアリング結果（茨城県生活環境部環境政策課）

Q1．筑波山の管理について

（1） 筑波山の管理はどちらの自治体（または個人，企業）が行っていますか？

　　　筑波山神社境内地・・・筑波山神社

国有地・・・・・・・・茨城森林管理署（管理者）

市町村有地・・・・・・つくば市，桜川市，石岡市

（2） 登山道，案内板，売店，公共施設（トイレ，休憩施設等）のうち茨城県が管理しているものを教えてください．
　　　登山道，案内板，トイレ，休憩施設（あずまや，ベンチ等），植生保護施設（ロープ柵）

　　　　　　　（この中にはつくば市が設置し管理している施設もある）

（3） 管理をしているものがある場合，それらの整備方法と頻度についてできる限り教えてください．
　　　国からの交付金事業等を活用し整備を行っている．
　　　登山道整備（階段工等：ほぼ整備済み），トイレ整備，案内板・ロープ柵整備

（4） 筑波山の実際の管理（登山道や管理施設の見回り等）はだれが，どのくらいの頻度で，どのようにやっているのか教えてください．
　　　　国定公園管理員2名により，週１～2回程度の巡視・軽微な補修等を行っている．
Q2．NPOやボランティアの活動を把握しているのならば，教えてください．
つくば市観光協会による登山道補修，草刈り等

　　　　　筑波山神社による危険木（枯損木，倒木）処理

　　　　　NPOつくば環境フォーラムによる生物調査

Q3．筑波山周辺市町村や筑波山神社，筑波観光鉄道㈱等関係団体との連携があったら教えてください．
登山道の補修，植生保護，危険木処理等を協力して実施している．
　　　　筑波山の利用促進と保全施策について協議を進めている．
Q4．違法ルート（指定登山道以外の道）について

（1） 違法ルートの存在を把握していますか？把握している場合は，その現状を教えてください．
（2） 違法ルート防止のための対策を何かしていますか？その効果はありますか？

（3） 違法ルート防止のための今後の方針を教えてください．
　　　　　水郷筑波国定公園の公園計画で歩道（登山道）5ルートを指定している．
　　　　　それ以外にも，多数ルートは存在しているため，立ち入り防止の警戒標識等

　　　　　を設置している．
　　　　　　　　　 自粛を呼びかけても無視する登山者が後を絶たない．自然公園の保全を前提に利用区域の区分・山に優しい歩き方を啓発していく．
（1） Q5．植物保護について

（2） 植物保護に取り組んでいますか？

（3） 取り組んでいる場合には，方法と現状，対策，保護植物の種類等を教えてください．
（4） 植物保護に関する調査は，だれが，どのくらいの頻度で，どのようにやっているのか教えてください．
　　　        ブナ林の保護対策としてロープ柵設置，登山道以外への立ち入り禁止，外来生物の除去，草刈り時の指定植物へのマーキング等を実施している．
　　　　 ブナ林調査をH20,21年度に山頂部で実施している．
　　　　 国定公園管理員2名が巡視時に開花植物の記録調査を行っている．
Q6．パンフレットやガイドブック等の発行物があったら教えてください．
特になし
Q7．筑波山で開催しているイベントを教えてください．
県主催では筑波山フォレストエイド．
Q8．筑波山についての見解

（1） 筑波山を重要な観光資源として活用していく考えはありますか？（筑波山を茨城観光の目玉と考えていますか？）

（2） 筑波山に関して，茨城県が考える問題点を教えてください．
（3） 今後，筑波山をどのようにしていきたいと考えていますか？具体的な整備計画等あったら教えてください．
観光資源として活用することは重要であるが，貴重な自然の宝庫であるため，保全と活用の両面から計画を策定し，利用エリアの区分や利用者のルール・マナーの向上が必要であると考えている．






























